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ひ と り っ 子 の 対 人 的 能 力 の 形 成 過 程

～ 「 昼 間 の き ょ う だ い ＝ 学 童 保 育 」 に おけ る 観 察 を 通 し て ～

静 岡 大　 教 育　 ○ 渡 辺 和 歌 子　　 金 田　 利 子

【 目的 】 対 人 的 能 力 の 形 成 に 及 ぼ すき ょ う だ い 関 係 の 影 響 に つ い て は 、 す で に 様 々 な 研究

が な さ れ て い る 。 そ こ で 、 本 研 究 で は 子 ど も 数 の急 激 な 減 少、 平 均 き ょ う だ い 数 ２ 人 と い

う 現 状 を ふ まえ 、 失 わ れ つ つ あ る き ょ う だ い の 「 ナ ナ メ 関 係 」 を い か に 社 会 的 に 保 障 し て

い く か と い う 視 点 か ら 人 為 的 な 「 ナ ナ メ 関 係 」 へ の 取り 組 み と し て の 学 童 保 育 に 着 目 し 、

そ こ で 生 活す る ひ と り っ 子 の 対 人 的 行 動 を 観 察 す る 中 で 、 子 ど も の 対 人 的 能 力 の 形 成 過 程

を 分 析 す る こ と を 通し て 、 対 人 的 能 力 と 生 活･ 教 育 の関 係 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 とし

た 。

【 方 法１ 静 岡 県 焼 津 市 に あ る 学 童 保 育N  クラ ブ に て 、 ひ と り っ 子 の 対 象 児 １ 名（ 小 ２ 女 ）

を 選 定し 、1991 年 Ｕ 月 ～12 月 、 学 童 保 育 で の 生 活 をV  T  R  録 画 し た 。 後 に 、 ＶＴ Ｒ を 再 生

し 対 象 児 の 対 人 的 行 動 を エ ピ ソ ード 毎 に 分 析 し な が ら 、 対 人 的 場 面 に お け る 行動 の 変 容 を

考 察 し た。

【 結 果 】ひ｡と り っ 子 を 対 象 とし た 観 察 の 中 か ら 次 の よ う な 結I果 が え ら れ た。

〈 年 下 の 子ど も に 対 す る 行 動 〉 観 察 当 初 は た だ 自 分 の 気 持 ち を 押し っ け る だ け で あ っ た が 、

徐 々 に 相 手 の 気 持 ち を 考え て の 、 い た わ り の 行 動 が み ら れる よ う に な っ た。

〈 年 上 の 子ど も に 対 す る 行 動 〉 始 め は 圧力 に 負 け 言 い な り に な っ て し ま う こ と も あ っ た が

次 第 に自 己 主 張 し た り 、 アド バ イ スを 素 直 に き く な ど の 行 動 が み ら れ た 。

以 上 の 結 果 か ら 、 家 庭 内 で 子 ど も 同 士 の関 わ り の 希 薄な 子 ど も に と っ て 学 童 保 育 で の 異年

齢 の 児 童 と の 生 活 は 、 対 人 的 能 力 を 形 成 し て い く 上 で 影 響 を 与 え 得 る 場 で あ る と い え る 。

保育者のかかわり方－その場面認識と行為について一
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目的ｚ幼児をとりまく人間関係が大きく変化してきているといわれる今日において、まず

．幼児とその身近な保育者とが．日常生活によくある具体的な場面でどのように関わりあ
っていくのかを明らかにすることにより．幼児をとりまく人間関係の質的な豊かさを生み

だしていく一助としていきたい．本研究では．保育者のかかわり方について（家庭におけ

る幼児と母親の関わりの場面から）その場面認識とふるまい方（行為）の点から考察する

方法:  ①心理劇的方法による場面認識と行為についての分析．考察　 ②質問紙法による分
析．考察－「幼児の性格診断検査」（太郎、花子テスト）より、Ａ「らく がきＪＢ ｒ子ど

も部屋Ｊｃ ｒご本」の場面の絵を示し．そこでの母親の役割をとっての認識と行為につい
て、関係学より明らかにされている「五つのかかわり方」「自己．人、物との関係」の類

型的、構造的パターンに対応する内容（その他も含む）を選択肢として設定した．対象は

２歳から６歳の幼児の母親4  3 名（本学幼児グループより12名．一般の幼稚園より31名）
．本学大学生114 名の計15  7 名である．

結果：質問紙からは．各場面における保育者としての認識と行為は．その場面的構造や特
性に影響される傾向があることがわかった．例えば、ＡやＢの場面では、幼児の物関係的

側面（ルールやしつけ）が意識され、どちらかというと外側から認識しふるまっていく傾

向がみられ,  c は、幼児の自己．人、物関係が展開し、幼児と保育者の人間関係の発展が
促されやすい場面構造であることが考察された．また、心理劇により、保育者養成の方法

として場面認識と行為の分化．統合的把握がさらにすすめられることがわかった．
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